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研究成果の概要（和文）：ヘルパーは、利用者宅を一人で訪問する為業務形態自体がハラスメントのリスクとな
り得る。また生活援助という業務自体に専門性が見えにくく、利用者との間にはヘルパーが劣位に置かれる関係
性が生じやすい。さらに【疑われ、信じてもらえない】や【サービスを通して人格を疑われる】といった精神的
ハラスメントを最も多く受けており、同時に最も辛く深刻なハラスメントとなっている。ヘルパーは【仕事や利
用者から得る悦び】や【組織や仲間という支え】に安心感を得る一方で【仕事への責任とプライド】を持って事
例と向き合っていた。【ヘルプ労働の必要性と特殊性】を認識し【ハラスメントが発生する背景の理解】に努め
ていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Because helpers visit users' homes alone, their work style itself can pose a
 risk of harassment. Furthermore, it is difficult to see the professionalism in the work of daily 
living assistance itself, and relationships with users tend to occur in which helpers are placed in 
a subordinate position. Furthermore, they suffer the most psychological harassment such as being 
doubted and not believed and having their character questioned through the service, which is also 
the most severe and harsh form of harassment. While the helpers gained a sense of security from the 
joy they received from their work and the users and from the support of the organization and 
colleagues, they faced the cases with a sense of responsibility and pride in their work.It was 
suggested that helpers recognize the "necessity and uniqueness of help work" and make efforts to "
understand the background behind the occurrence of harassment."

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究で明らかになったホームヘルパーのハラスメントの発生要因および実態は、人材不足がより深刻さを増
すホームヘルパーの安全な労働の権利を保障する契機となる。ひいては、利用者のサービスの質の保障にもつな
がっていくものである。
　今後、ホームヘルパー独自のハラスメント対策マニュアル作りの基礎研究として寄与できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
本研究は、申請者がヘルパー研修や定例会の講師として参加した際、ヘルパーから「利用者か

らハラスメントを受けている」という内容をよく聴くようになったことがきっかけである。ヘル
パーがハラスメントを受けているというこの事実は、ヘルパーの深刻な人材不足の大きな要因
の１つになっているのではないか。地域包括ケアシステムの推進や質の高い在宅介護サービス
の保障において重要な位置づけとなる人材であるにもかかわらず、今や消滅危機とも言われて
いるヘルプ労働の現状に対して、このハラスメント問題は解決する必要がある。この改善の手立
てを講じるべく労働環境に着目した研究が必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ヘルパー独自の労働環境に即したハラスメント防止策の検討に関する示唆

を得ることをねらいとして、１．ヘルパーが、利用者から受けるハラスメントについての実態を
明らかにするとともに、２．その発生の要因を分析することである。 
 
３．研究の方法 
（１）ヘルパーのハラスメント発生要因との比較検討に用いる基礎資料を作成するため、関連文
献となる他領域や保健医療分野における先行文献の整理を行う。 
 
（２）ヘルパーが利用者から受けているハラスメントの研究は非常に少なく、探索的な位置づけ
としての研究であることから、質的帰納的なアプローチを用いる。研究対象者はヘルパーととも
に、ヘルパーの直属の上司として指導・教育的管理を担い、訪問介護事業所の中核的な役割を担
うサ責や事業所の管理者とし、個別インタビュー調査を実施する。 
 
４．研究成果 
筆者らは、ヘルパーへのハラスメント問題に対し 2021 年、介護福祉領域の先行研究をもとに

発生要因を把握した。この研究では、利用者側からは、〈介護従事者への歪んだ認識から優位性
を誇示しようとする〉や〈対介護従事者に求めようとする上下関係〉という利用者が求める関係
性の歪みによってハラスメントが出現しやすくなっていることが分かった。また、〈実践の場が
利用者の生活圏域内という特殊な環境〉といった利用者の生活環境も要因となっていた。一方、
ヘルパー側では、〈ハラスメントを個人の内省で対処しようとする考え方〉等があった。社会制
度や組織体制からは、事業所の〈組織やサービスの規模が小さいこと〉や〈個別ケアの提供によ
る孤独〉があった。このような発生要因から、ヘルパーは、利用者宅を一人で訪問するため、業
務形態自体が、ハラスメンのリスクとなり得ることがうかがえた（辻ら 2021）。 
2022 年には、ヘルパーと同じく訪問系のケアサービスを担っている訪問看護師を対象とした

ハラスメントに関する先行研究をもとに、両者の発生要因を比較検討した。結果、業務内容の違
いとなるヘルパーの生活援助という業務自体に専門性が見えにくく、その為、利用者との間には、
ヘルパーが劣位に置かれる関係性が生じやすいことが、ヘルパーの発生要因として示唆された
（辻ら 2022）。 
2023 年には、ヘルパーへのアンケート調査から、【疑われ、信じてもらえない】や【サービス

を通して、人格を疑われる】といった精神的ハラスメントを最も多く受けているヘルパーの現状
が把握され、同時にヘルパーとして最もつらく深刻なハラスメントとなっていることが確認さ
れた（辻ら 2023）。この背景には、多様で個別性の高い在宅生活を支援するヘルパーにとって、
業務の生活支援の範囲を超えるものなのかという線引きの難しさがあることや利用者側にとっ
ても専門性が見えにくく区別がつきにくいため、不満を持ってしまう可能性があることが推察
された。さらに、信頼を得られず「何をやらせてもいい」相手として、ヘルパーが利用者から軽
んじられていることが背景にあると考えられた。しかし、それでもなおヘルパーは利用者へ何ら
かの前向きな思いや矜持を持ってサービスにあたっていることがわかった。また、利用者への思
いが伝わらず、逆にハラスメントとなってしまう、この隔たりが強い苦痛となっていることが推
察された（辻ら 2023）。 
2024 年には、訪問時に利用者からハラスメントを受けてもなお、訪問を続けているヘルパー

の意識や思いについて明らかにすることを目的にインタビュー調査を実施した。インタビュー
の結果から、ヘルパーは【仕事や利用者から得る悦び】や【組織や仲間という支え】に安心感を
得る一方で【仕事への責任とプライド】をもってハラスメント事例に向き合っていた。また、つ
らい状況にあっても、【ヘルプ労働の必要性と特殊性】を認識し、【ハラスメントが発生する背景
の理解】に努めていることが示唆された。さらに、ワーク・モチベーション等の先行研究を踏ま
え、ヘルパーがハラスメント事例に向き合う意識、思いについて考察した。ヘルパーのワーク・
モチベーションの場合は、外発的なモチベーションが得られにくい中で、内発的なモチベーショ
ン方の方に偏ってしまっているところに特徴があることが示唆された。 
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